
（秋田県）

多
彩
な
ま
ち
づ
く
り
事
業
の
要
は 

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ま
ち
づ
く
り
」

　

秋
田
県
北
西
部
に
位
置
す
る
能
代
市
は
、
平
成

18
（
２
０
０
６
）
年
３
月
21
日
、
旧
能
代
市
（
昭
和

15
／
１
９
４
０
年
に
市
制
施
行
）
お
よ
び
旧
二
ツ

井
町
の
合
併
に
よ
り
、
新
生
能
代
市
と
し
て
の
歩

み
を
開
始
し
た
。

　

旧
能
代
市
は
、
江
戸
時
代
に
北
前
船
の
寄
港
地

と
し
て
栄
え
た
能
代
港
を
軸
に
ま
ち
づ
く
り
が
進

め
ら
れ
て
き
た
。
特
に
近
代
以
降
は
漁
業
お
よ
び

物
資
の
集
散
地
、
商
業
地
と
し
て
の
性
格
を
併
せ

持
ち
な
が
ら
、
周
辺
町
村
と
の
合
併
を
繰
り
返
し
、

近
代
的
な
市
街
地
を
形
成
し
て
き
た
。

　

一
方
の
旧
二
ツ
井
町
は
、
近
世
以
降
、
日
本
三

大
美
林
・
秋
田
杉
の
ま
ち
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

町
面
積
の
約
８
割
を
山
林
が
占
め
、
北
に
白
神
山

地
に
連
な
る
ブ
ナ
原
生
林
、
南
に
は
秋
田
県
を
代

表
す
る
天
然
秋
田
杉
の
美
林
が
広
が
る
。

　

こ
の
対
照
的
な
特
色
を
持
つ
両
地
を
古
来
つ
な

い
で
き
た
の
が
、
東
北
地
方
を
代
表
す
る
大
河
・

米
代
川
だ
。

　

特
に
近
代
ま
で
の
二
ツ
井
町
で
生
産
さ
れ
た
秋

田
杉
の
木
材
な
ど
は
、
主
に
米
代
川
を
使
っ
て
筏
い
か
だ

で
能
代
港
ま
で
運
ば
れ
、
能
代
周
辺
で
消
費
さ
れ

る
分
以
外
は
陸
路
・
海
路
で
各
地
方
に
運
ば
れ
た
。

　

ま
た
、
米
代
川

水
系
の
豊
か
な
伏
流
水

に
恵
ま
れ
た
、
両
地
区
に
ま
た
が
る

平
野
部
は
、
あ
き
た
白
神
米
や
白
神
ね
ぎ
、
白
神

山
う
ど
な
ど
の
ブ
ラ
ン
ド
農
産
物
の
産
地
と
し
て

近
年
知
ら
れ
て
い
る
。

　

母
な
る
大
河
・
米
代
川
の
強
い
絆
で
結
ば
れ
、

共
存
共
栄
し
て
き
た
両
地
が
合
併
し
た
の
も
、
必

然
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

そ
し
て
合
併
の
結
果
、
能
代
市
の
面
積
は

４
２
６
・
95
㎢
に
拡
大
（
旧
能
代
市
２
４
５
・
55

㎢
／
旧
二
ツ
井
町
１
８
１
・
40
㎢
）。
合
併
前
年

の
国
勢
調
査
（
平
成
17
／
２
０
０
５
年
）
で
総
計

市 政 ル ポ 能
の し ろ

代市

1000年以上前、坂上田村麻呂が蝦夷討伐の際に灯籠を川に流し威嚇し
たとの伝説など諸説ある「ねぶながし」（能代役七夕）は、能代の夏の美
しい風物詩だ

木
都
か
ら
洋
上
風
力
発
電
の
ま
ち
経
由
・
水
素
社
会
実
現
へ

地
域
資
源
・
財
産
の
活
用
で
目
指
す
市
民
と
の
幸
福
共
創
!!

齊
さいとう

藤滋
しげのぶ

宣
能代市長
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６
万
２
８
５
８
人
だ
っ
た
エ
リ
ア
の
人
口
は
、
本
年

５
月
末
時
点
で
４
万
７
７
１
０
人
と
な
っ
て
い
る
。

　

全
国
の
地
方
都
市
と
同
様
、
少
子
高
齢
化
と
人

口
減
少
の
渦
中
に
あ
る
能
代
市
だ
が
、
県
都
・
秋

田
市
の
中
心
部
か
ら
70
㎞
圏
内
に
位
置
す
る
地
理

的
条
件
や
、
複
合
的
な
産
業
構
造
を
持
つ
こ
と
な

ど
か
ら
、
県
内
で
は
秋
田
市
に
次
ぐ
財
政
力
指
数

と
な
っ
て
お
り
、
秋
田
県
北
部
の
中
核
的
な
都
市

に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
の
原
動
力
と
な
っ
て
い
る
要
素
の
一
つ
が
、

物
流
拠
点
と
し
て
の
力
の
源
泉
と
も
な
る
、
恵
ま

れ
た
交
通
環
境
だ
。
市
内
を
国
道
７
号
や
１
０
１

号
な
ど
の
幹
線
道
路
が
縦
横
に
走
っ
て
お
り
、
高

規
格
幹
線
道
路
・
日
本
海
沿
岸
東
北
自
動
車
道（
新

潟
県
か
ら
日
本
海
沿
岸
を
秋
田
県
ま
で
北
上
、
東

北
縦
貫
自
動
車
道
と
連
結
し
て
青
森
県
に
至
る
）

が
現
在
、
二
ツ
井

白
神
Ｉ
Ｃ
ま
で
整

備
済
み
で
、
令
和

８（
２
０
２
６
）年

度
中
に
は
全
線
開

通
の
見
込
み
だ
。

二
ツ
井
今
泉
道
路

（
二
ツ
井
町
と
北

秋
田
市
を
結
ぶ
高

規
格
幹
線
道
路
）

も
近
々
開
通
の
見

込
み
（
令
和
５
／

２
０
２
３
年
度
中

の
開
通
予
定
が
令

和
４
／
２
０
２
２
年
８
月
豪
雨
の
被
災
で
延
期

中
）で
、
能
代
市
周
辺
エ
リ
ア
は
こ
れ
か
ら
先
、
よ

り
一
層
良
好
な
交
通
環
境
に
恵
ま
れ
る
こ
と
が
、

確
実
視
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
人
文
地
理
学
的
に
見
て
も
優
れ
た

数
々
の
環
境
的
特
徴
を
、
多
様
な
形
で
備
え
る
能

代
市
は
、
恵
ま
れ
た
地
域
資
源
・
財
産
を
活
用
し

た
多
彩
か
つ
特
色
の
あ
る
各
種
ま
ち
づ
く
り
施

策
・
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

　
「
バ
ス
ケ
の
街
づ
く
り
」「
宇
宙
の
ま
ち
づ
く
り
」

「
恋
文
の
ま
ち
づ
く
り
」「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ま
ち
づ

く
り
」な
ど
の
ユ
ニ
ー
ク
な
施
策
・
事
業
群
だ
。

　

こ
の
う
ち
「
バ
ス
ケ
の
街
づ
く
り
」
は
、
高
校
バ

ス
ケ
ッ
ト
界
で
全
国
制
覇
58
回
の
実
績
を
誇
る
能

代
工
業
高
校
（
現
能
代
科
学
技
術
高
校
）
バ
ス
ケ
部

を
軸
と
す
る
、
地
域
発
信
事
業
だ
。
全
国
の
高
校

バ
ス
ケ
部
が
一
度
は
出
て
み
た
い
と
憧
れ
る
「
能

代
カ
ッ
プ
」（
毎
年
５
月
、
本
年
で
37
回
目
）
や
、

年
間
を
通
じ
て
フ
ァ
ン
が
全
国
か
ら
訪
れ
る
《
能

代
バ
ス
ケ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
》（
旧
能
代
工
業
高
校
バ

ス
ケ
部
関
連
の
展
示
、
Ｂ
リ
ー
グ
な
ど
バ
ス
ケ
ッ

ト
全
般
の
情
報
発
信
基
地
と
し
て
も
機
能
）
の
存

在
は
、《
バ
ス
ケ
の
街
・
能
代
市
》の
シ
ン
ボ
ル
だ
。

　
「
宇
宙
の
ま
ち
づ
く
り
」
で
は
、
市
内
に
立
地
す

る
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
能
代
ロ
ケ
ッ
ト
実
験
場
の
存
在
を
軸

に
、
多
彩
な
発
信
事
業
や
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る

ほ
か
、
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
の
研
究
施
設
が
立
地
す
る
全
国

５
市
２
町
で
構
成
さ
れ
る
《
銀
河
連
邦
》
主
催
の
交

流
事
業
な
ど
を
通
じ
、
宇
宙
へ
の
ロ
マ
ン
を
発
信

し
て
い
る
。

　
「
恋
文
の
ま
ち
づ
く
り
」
は
、
桜
や
ツ
ツ
ジ
、
紅

葉
の
名
所
で
あ
り
、
デ
ー
ト
ス
ポ
ッ
ト
・
パ
ワ
ー

ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
も
有
名
な「
き
み
ま
ち
阪
県
立
自

然
公
園
」を
軸
に
、
市
と
二
ツ
井
町
商
工
会
が
中
心

と
な
り
、
実
施
さ
れ
て
い
る
情
報
発
信
事
業
だ
。

中心市街地の商店街に設置された「能代バスケミュージアム」は全国から来
訪するバスケファンの交流の場でもある

毎年5月に能代科学技術高校（旧能代工業高校）バスケ部を軸に開催される
「能代カップ」は、全国の高校バスケ部の憧れの大会だ

能代市

秋田市
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「
き
み
ま
ち
阪
」
は
米
代
川
が
大
き
く
蛇
行
す
る

様
子
を
目
の
当
た
り
に
で
き
る
高
台
に
あ
る
。
同

地
に
は
明
治
天
皇
（
明
治
14
年
東
北
御
巡
幸
）、

近
世
の
大
旅
行
家
・
菅
江
真
澄
、
英
国
人
旅
行
家

の
イ
ザ
ベ
ラ
・
バ
ー
ド
（
明
治
時
代
初
期
に
東
北

地
方
縦
断
）
な
ど
多
彩
な
偉
人
・
著
名
人
が
訪
れ

て
は
、
そ
の
絶
景
ぶ
り
を
称
賛
し
て

き
た
。

　

ち
な
み
に
、
明
治
14
年
東
北
御
巡

幸
の
際
、
長
旅
を
気
遣
う
皇
后
か
ら

の
手
紙
が
、
こ
の
地
で
天
皇
の
到
着
を

待
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
明
治
天
皇

が
《
き
み
ま
ち
阪
》
と
命
名
し
た
と

さ
れ
る
。
こ
の
伝
承
に
基
づ
き
、
旧

二
ツ
井
町
が
平
成
６
（
１
９
９
４
）
年
～
平
成
15

（
２
０
０
３
）
年
ま
で
実
施
し
た
「
き
み
ま
ち
恋
文

全
国
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
契
機
に
、
現
在
も
「
恋
文
の

ま
ち
」
が
二
ツ
井
地
域
の
活
性
化
の
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
多
様
な
地
域
資
源
・
財
産
に
基
づ
く

ま
ち
づ
く
り
施
策
・
事
業
の
中
で
も
、
近
年
、
世

界
が
連
携
・
協
働
し
て
達
成
を
目
指
す
「
脱
炭
素

社
会
実
現
」
へ
の
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、
ひ

と
き
わ
注
目
を
集
め
て
い
る
の
が
、「
洋
上
風
力

発
電
」
や
「
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
な
ど
、
環
境
負
荷

の
小
さ
い
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
軸
と
す
る
「
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
ま
ち
づ
く
り
」だ
。

　
「
日
本
で
初
め
て
の
《
洋
上
風
力
の
大
規
模
商
業

運
転
》（
秋
田
港
・
能
代
港
洋
上
風
力
発
電
所
）
が

令
和
４
年
に
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
能

代
市
の
取
り
組
み
は
、
今
、
各
方
面
か
ら
洋
上
風

力
発
電
の
フ
ロ
ン
ト
ラ
ン
ナ
ー
に
ふ
さ
わ
し
い
と

の
評
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　

実
際
、
洋
上
風
力
発
電
は
、
２
０
５
０
年
を
目

標
と
す
る
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
実
現
に
導

く
た
め
の
切
り
札
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
日
本
海

か
ら
吹
き
付
け
て
く
る
風
を
活
用
し
た
洋
上
風
力

発
電
と
共
に
、
ま
さ
に『
時
代
の
風
』が
能
代
市
の

追
い
風
と
し
て
吹
い
て
き
つ
つ
あ
る
。
そ
ん
な

《
実
感
》
を
、
私
た
ち
は
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
て
お
り

ま
す
」

　

充
実
感
に
満
ち
た
口
調
で
そ
う
語
る
の
は
、

齊
藤
滋
宣
能
代
市
長
だ
。
齊
藤
市
長
の
出
身
地

は
、
実
は
能
代
市
で
な
く
北
海
道
だ
が
、
学
生

時
代
か
ら
能
代
市
出
身
の
国
会
議
員
の
秘
書
を

経
験
し
た
こ
と
を
契
機
に
、
合
併
前
の
二
ツ
井

町
を
地
盤
に
平
成
３
（
１
９
９
１
）
年
か
ら
県
議

を
２
期
、
平
成
10
（
１
９
９
８
）
年
か
ら
参
議
院

議
員
を
１
期
務
め
た
。
平
成
18
（
２
０
０
６
）
年

４
月
に
は
、
冒
頭
に
述
べ
た
新
設
合
併
に
伴
う

能
代
市
長
選
に
出
馬
し
、
当
選
。
本
年
で
５
期

19
年
目
を
迎
え
て
い
る
。

次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
フ
ロ
ン
ト 

ラ
ン
ナ
ー
・
能
代
市
が
で
き
る
ま
で

　

若
き
日
に
、
偶
然
の
巡
り
合
わ
せ
で
能
代
市
と

の
地
縁
が
生
ま
れ
た
齊
藤
市
長
は
、「
21
世
紀
が
幕

開
け
し
た
平
成
13
（
２
０
０
１
）
年
に
、
24
基
の
風

車
を
持
つ
能
代
風
力
発
電
所
（
現
新
能
代
風
力
発
電

所
）
が
運
転
開
始
し
た
の
を
皮
切
り
に
、
太
陽
光
発

電
や
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
が
進
み
始
め
た
能
代
市

の
取
り
組
み
に
対
し
、
県
議
時
代
か
ら
大
き
な
可

能
性
を
感
じ
取
っ
て
い
た
」と
も
語
る
。

　
「
県
都
・
秋
田
市
か
ら
は
比
較
的
近
い
も
の
の
、

能
代
市
は
東
北
地
方
最
大
の
消
費
都
市
・
仙
台
市

ま
で
公
共
交
通
を
使
っ
て
約
４
時
間
、
東
京
首
都

圏
ま
で
は
約
５
時
間
か
か
り
ま
す
。
秋
田
県
エ
リ

ア
で
は
交
通
至
便
な
環
境
で
も
、
大
消
費
地
と
は

離
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
米
代
川
流
域
の
上
質

な
秋
田
杉
の
集
積
地
と
し
て
か
つ
て
東
洋
一
の
木

都
と
さ
れ
た
ほ
ど
の
木
材
産
業
は
、
次
世
代
の
担

い
手
不
足
な
ど
も
あ
り
、
規
模
が
年
々
縮
小
し
て

恋文のまちづくりを実施する二ツ井地域の観光案内・交流拠点「恋文
すぽっと きみまち」（ピンクの軽トラは恋文すぽっとのシンボル）

秋田杉の美林に覆われる緑の山 （々米代川沿岸「きみまち阪」上空からのアングル）

秋田杉をふんだんに使って大人気の「道の駅ふたつい」。愛
称は「きみまちの里」
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い
る
の
が
実
情
で
す
。
し
か
し
、
木
都
能
代
に
と
っ

て
の
木
材
産
業
は
シ
ン
ボ
ル
で
あ
り
、
国
内
の
製

材
大
手
企
業
を
誘
致
し
た
り
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
を
活

用
し
た
独
自
の
森
林
経
営
管
理
事
業
（
能
代
シ
ス
テ

ム
）
を
考
案
す
る
な
ど
、
伝
統
的
な
地
場
産
業
振
興

の
努
力
は
今
も
懸
命
に
続
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、

農
業
に
お
い
て
も
《
白
神
ね
ぎ
》
を
中
心
に
、
高
付

加
価
値
の《
戦
略
作
物
》の
生
産
拡
大
を
図
る
な
ど
、

よ
り
魅
力
的
な
農
業
の
振
興
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
一
方
で
、
既
存
の
地
場
産
業
を
維
持
・
振

興
す
る
だ
け
で
は
、
人
口
減
少
に
付
随
し
て
税
収

も
減
少
し
て
い
く
現
況
か
ら
の
脱
却
を
図
る
の
は

難
し
い
。
同
時
に
、
ま
す
ま
す
厳
し
く
な
る
都
市

間
・
地
域
間
競
争
に
勝
ち
、
新
た
な
成
長
の
基
盤

を
構
築
す
る
に
は
、『
能
代
市
な
ら
で
は
』
と
さ
れ

る
よ
う
な
取
り
組
み
を
打
ち
出
す
必
要
が
あ
り
ま

す
。
そ
こ
で
改
め
て
着
目
し
た
の
が
、
日
本
海
か

ら
吹
き
付
け
る『
強
風
』だ
っ
た
の
で
す
」

　

日
本
海
か

ら
吹
き
付
け

る
強
風
は
、

能
代
市
に

と
っ
て
実
に

厄
介
な
存
在

だ
っ
た
。
能

代
市
の
海
岸

線
に
は
、
江

戸
時
代
か
ら

植
林
が
行
わ

れ
て
き
た
、

東
西
約
１
㎞
・
南
北
約
14
㎞
に
及
ぶ
、
総
計

７
０
０
万
本
の
防
風
林
《
風
の
松
原
》（
日
本
五
大
松

林
）が
あ
る
。
そ
れ
は
実
に
見
事
な
松
林
だ
。
半
面
、

そ
の
よ
う
に
大
規
模
な
防
風
林
を
数
百
年
間
に
わ

た
っ
て
形
成
し
、
維
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ

ど
、
特
に
冬
期
の
日
本
海
か
ら
吹
き
付
け
て
く
る
冷

た
い
季
節
風
は
厳
し
か
っ
た
。
飛
び
砂
な
ど
の
及
ぼ

す
被
害
も
、
尋
常
で
は
な
か
っ
た
。

　
「
洋
上
風
力
発
電
と
い
う
新
た
な
技
術
が
、
厄
介

者
の《
風
》を
今
、
能
代
市
な
ら
で
は
の
地
域
資
源
・

財
産
・
追
い
風
へ
と
変
化
さ
せ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

持
続
可
能
な
郷
土
を
構
築
す
る
に
は
、
若
い
人

た
ち
が
住
み
た
い
と
思
え
る
よ
う
な
、
良
質
な
雇

用
を
生
み
出
し
、
市
民
の
所
得
水
準
を
上
げ
る
と

と
も
に
、
市
民
生
活
の
質
を
高
め
る
こ
と
に
尽
力

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

洋
上
風
力
発
電
の

推
進
は
、
そ
れ
に
資

す
る
重
要
な
原
動
力

で
あ
り
、
停
滞
気
味

だ
っ
た
能
代
市
の
伸

び
代
を
拡
大
す
る《
追

い
風
》に
な
る
可
能
性

を
、
大
い
に
秘
め
て

い
ま
す
」

　

そ
も
そ
も
能
代
市

で
は
、
地
球
温
暖
化
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の

枯
渇
と
い
っ
た
「
地

球
環
境
問
題
」
や
「
エ

ネ
ル
ギ
ー
問
題
」
へ
の
対
応
に
向
け
、
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
や
未
利
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
の
活
用
の
施
策

展
開
の
指
針
と
し
て
、
平
成
15
年
２
月
に
「
能
代
市

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し
、
取
り
組
み

を
進
め
て
き
た
。

　

平
成
18
年
の
新
市
発
足
お
よ
び
齊
藤
市
長
の
就

任
を
機
に
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
に
向

け
た
、
そ
う
し
た
取
り
組
み
は
一
気
に
加
速
し
て

い
く
。

　

平
成
25
（
２
０
１
３
）
年
３
月
に
は
能
代
市
に
お

け
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
、
付
随
す
る

産
業
振
興
な
ど
に
関
す
る
施
策
・
事
業
の
方
向
性

を
示
す
「
能
代
市
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ

ン
」
が
策
定
さ
れ
、
能
代
市
の
将
来
像
は
「
エ
ネ
ル

ギ
ー
で
活
力
を
つ
く
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
自
給
で

き
る
『
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ま
ち
』」
と
定
め
ら
れ
た
（
※

日本初の洋上風力の大規模商業運転、全20基が稼働中の秋田港・能代港
洋上風力発電所

あきた白神米・白神山うどと並ぶ能代市のブランド農産物の代表・白神
ねぎの最大の特徴は強い甘み、太くて柔らかいシャキシャキの食感だ

防風林の中に設置された「風の松原風力発電所」の風車。事業費の一部を市
民ファンドで調達
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平
成
31
年
３
月
に
は
改
訂
版
と
な
る
「
能
代
市
次
世

代
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
」を
策
定
）。

　

平
成
28
年
に
は
、
能
代
市
も
出
資
・
参
画
す
る

《
風
の
松
原
風
力
発
電
所
》
が
運
転
を
開
始
（
風
力

発
電
の
風
車
17
基
）。
資
本
の
大
部
分
が
地
元
企

業
と
能
代
市
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
と
い
う
、
全

国
的
に
も
ま
れ
な
事
業
モ
デ
ル
と
し
て
注
目
を
集

め
た
。
さ
ら
に
、
同
時
に
募
集
し
た
同
事
業
へ
の

市
民
フ
ァ
ン
ド
に
、
総
計
７
２
５
０
口
も
の
応
募

が
得
ら
れ
る
な
ど
、
市
民
、
事
業
者
の
主
体
的
な

参
画
と
行
政
と
の
協
働
が
実
践
さ
れ
た
事
業
と

な
っ
た
。

　

令
和
４
年
に
は
、
前
出
、
日
本
初
の
《
洋
上
風
力

の
大
規
模
商
業
運
転
》
が
開
始
さ
れ
る
と
と
も
に
、

齊
藤
市
長
は
「
再
エ
ネ
海
域
利
用
法
」
に
基
づ
く
促

進
区
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
６
市
２
町
の
首
長
を

発
起
人
と
し
て
発
足
し
た
「
全
国
洋
上
風
力
発
電
市

町
村
連
絡
協
議
会
」
の
初
代
会
長
に
も
就
任
す
る
。

そ
れ
以
後
、
能
代
市
に
は
各
方
面
か
ら
、
名
実
共

に
「
洋
上
風
力
発
電
の
フ
ロ
ン
ト
ラ
ン
ナ
ー
」
と
の

評
が
寄
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

洋
上
風
力
発
電
推
進
の
向
こ
う
側
に 

見
据
え
る
水
素
社
会
実
現
へ
の
夢

　

前
夜
か
ら
曇
り
が
ち
で
、
降
雨
の
心
配
も
あ
っ

た
が
、
取
材
当
日
（
本
年
４
月
24
日
）
の
朝
の
段
階

で
は
、
臨
海
部
に
立
地
す
る
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
能
代
ロ
ケ
ッ

ト
実
験
場
の
正
面
の
海
上
に
林
立
す
る
洋
上
風
力

発
電
所
の
風
車
（
20
基
）
は
、
雲
間
か
ら
差
し
込
む

陽
光
に
文
字
通
り
、
光
り
輝
い
て
い
た
。

　

海
に
面
し
た
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
能
代
ロ
ケ
ッ
ト
実
験
場
の

隣
接
地
に
は
「
新
能
代
風

力
発
電
所
」（
旧
能
代
風
力

発
電
所
）
の
７
基
の
風
車

が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
背
後
に
は
、
東
西
約
１

㎞
・
南
北
約
14
㎞
、
総
計

７
０
０
万
本
の
防
風
林

《
風
の
松
原
》
が
あ
り
、
松

林
の
樹
上
に
は
ズ
ラ
リ
と

等
間
隔
に
並
ん
だ
「
風
の

松
原
風
力
発
電
所
」
の
風

車
が
計
17
基
、
頭
を
出
し

て
い
る
の
が
見
え
る
。

　

海
上
か
ら
吹
き
付
け
て

く
る
風
が
、
陸
・
海
合
わ
せ
て
44
基
の
風
車
の
ブ

レ
ー
ド
を
一
斉
に
回
転
さ
せ
て
い
る
様
子
は
、
ま

さ
に
圧
巻
の
迫
力
だ
っ
た
。

　

ま
た
、
新
能
代
風
力
発
電
所
の
風
車
や
洋
上
風

力
発
電
所
の
風
車
が
形
成
す
る
「
風
力
発
電
の
林
」

の
向
こ
う
側
に
は
、
平
成
５
（
１
９
９
３
）
年
に
運

転
開
始
し
、
令
和
２
年
に
は
３
号
機
が
稼
働
し
た

「
能
代
火
力
発
電
所
」も
遠
望
さ
れ
る
。

　

Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
能
代
ロ
ケ
ッ
ト
実
験
場
の
宇
宙
的
な

環
境
に
身
を
置
き
な
が
ら
、
目
の
当
た
り
に
す
る

そ
れ
ら
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
近
未
来
的
風
景
は
、
ま

さ
に「
宇
宙
の
ま
ち
づ
く
り
」「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ま
ち

づ
く
り
」
を
推
進
す
る
能
代
市
の
エ
ッ
セ
ン
ス
が
、

旧料亭「金勇」（国登録有形文化財／昭和12年築）は木都能代を象徴する建物。県内屈指の料
亭として宴会・接待・結婚式などに活用されたが、現在は能代市の観光交流施設

エネルギーのまちづくりに関連する啓発事業「次世代エネルギーフェスティ
バルin 能代」と「能代次世代エネルギースクール」
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一
つ
に
凝
縮
さ
れ
た
よ
う
な
感
覚
の
す
る
景
観

だ
っ
た
。

　
「
洋
上
風
力
発
電
に
関
し
て
は
現
在
、
多
角
的
な

事
業
計
画
が
同
時
進
行
中
で
す
。
例
え
ば
、
本
市

沖
の
促
進
区
域
で
あ
る
《
能
代
市
、
三
種
町
及
び
男

鹿
市
沖
》
と
《
八
峰
町
及
び
能
代
市
沖
》
に
お
い
て
、

既
に
事
業
者
が
選
定
さ
れ
、
令
和
10
（
２
０
２
８
）

年
と
令
和
11（
２
０
２
９
）年
の
運
転
開
始
に
向
け
、

そ
れ
ぞ
れ
事
業
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

日
本
海
側
の
そ
の
他
の
区
域
に
お
い
て
も
事
業
者

が
選
定
さ
れ
て
き
て
お
り
、
今
後
順
次
、
建
設
工

事
が
進
む
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

能
代
港
沖
を
中
心
に
、
北
陸
か
ら
北
海
道
に
か

け
て
の
海
域
は
こ
れ
か
ら
近
未
来
に
向
け
て
、
ま

さ
に
《
洋
上
風
力
発
電
銀
座
》
と
で
も
い
え
る
よ
う

な
活
況
が
訪
れ
る
こ
と
が
、
予
測
さ
れ
て
い
る
の

で
す
。

　

そ
う
し
た
状
況
下
に
お
い
て
、
日
本
初
の
洋
上

風
力
発
電
事
業
と
し
て
、
秋
田
港
・
能
代
港
洋
上

風
力
発
電
所
が
令
和
４
年
か
ら
稼
働
し
て
い
る
能

代
市
が
、
世
評
通
り
に
《
洋
上
風
力
発
電
の
フ
ロ

ン
ト
ラ
ン
ナ
ー
》
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い

く
の
は
、
ま
さ
に
こ
れ
か
ら
が
本
番
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
そ
れ
に
付
随
す
る
《
水
素
社
会
実
現
》

へ
の
取
り
組
み
も
、
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
能
代
ロ
ケ
ッ
ト
実

験
場
の
ご
協
力
を
得
て
、
既
に
始
ま
っ
て
い
ま
す
」

　

Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
能
代
ロ
ケ
ッ
ト
実
験
場
を
見
学
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
際
に
、
ひ
と
き
わ
目
立
つ
縦
長
の

大
き
な
タ
ン
ク
が
あ
っ
た
。
液
化
水
素
タ
ン
ク
だ
。

Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
能
代
ロ
ケ
ッ
ト
実
験
場
で
は
現
在
、
燃

焼
実
験
を
は
じ
め
、
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る

各
種
実
験
を
実
施
中
だ
。「
宇
宙
の
ま
ち
づ
く
り
」
の

軸
に
な
っ
て
い
る
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
能
代
ロ
ケ
ッ
ト
実
験

場
が
立
地
し
て
い
る
こ
と
の
利
点
は
、
こ
こ
で
も

大
き
な
効
果
を
持
っ
て
い
る
。

　
「
そ
の
よ
う
に
、
脱
炭
素
社
会
に
不
可
欠
な
洋
上

風
力
発
電
や
、
水
素
社
会
へ
の
取
り
組
み
を
推
進
し

て
い
く
こ
と
は
、
当
然
、
さ
ま
ざ
ま
な
波
及
効
果
を

も
生
み
出
す
は
ず
で
す
。
他
の
地
域
よ
り
も
一
足
早

く
取
り
組
み
を

開
始
し
た
フ
ロ

ン
ト
ラ
ン
ナ
ー

の
能
代
市
と
し

て
は
、
近
い
将

来
、
風
力
発
電

の
関
連
産
業
の

集
積
を
図
っ

て
、
事
業
の
推

進
に
必
要
な
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
や

機
材
生
産
な
ど

の
技
術
の
蓄

積
、
産
業
化
な

ど
も
総
合
的
に

図
っ
て
い
き
た

い
で
す
ね
。

　

そ
し
て
、
雇

用
の
場
の
拡
大

や
、
税
収
の
安

定
化
と
増
大
化
、
市
民
の
生
活
の
質
の
向
上
な
ど
に

も
役
立
て
て
い
き
、
若
者
た
ち
が
暮
ら
し
て
み
た
い
、

子
育
て
し
て
み
た
い
と
心
か
ら
思
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
。
そ
の
よ
う

に
考
え
て
お
り
ま
す
」

　

洋
上
風
力
発
電
や
水
素
社
会
実
現
の
取
り
組
み

は
、
能
代
市
に
お
い
て
は
も
は
や
近
未
来
計
画
な

ど
で
は
な
い
。
リ
ア
ル
で
現
実
的
な
取
り
組
み
と

し
て
、
既
に
進
行
中
な
の
だ
。

（
取
材
・
文
＝
遠
藤
隆
／
取
材
日
＝
令
和
６
年
４
月
24
日
）

JAXA能代ロケット実験場で実施される固体ロケッ
トモータ・地上燃焼実験の模様：©JAXA

JAXA能代ロケット実験場に設置された液化水素タンク。液体水素はロケットの燃料に使われており、実験場
で燃焼実験などが行われている

ロケット打ち上げおよび自律ロボット制御の大会な
どのほか、宇宙にまつわるさまざまな体験イベント
が行われる「能代宇宙イベント」（毎年8月）
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